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表紙写真の説明

　2016年８月６日より９月４日迄『信濃の国倧始感覚美術祭2016』が大町市木崎湖の辺

で開かれ、その美術展会場近くの色鮮やかな赤に出合い、稲穂の黄色と湖水の青がとて

もきれいでしたので１枚。� （広報部長　西山　登美男）
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会　務　報　告

名誉会長　宮　下　照　也

連合会の会運営に対し、日頃の会員皆様のご

協力に感謝します。

連合会業務については、毎月発行のＥメール

マンスリーや会報でお知らせしておりますが、

会員が直接関連する情報について報告します。

今年４月に発生した熊本地震では多数の犠牲

者があり、多くの人々が住む家と働く場所がな

くなりました。亡くなられた皆様には哀悼の意

を示すとともに、被災された皆様には心よりお

見舞い申し上げます。

このような状況の中、調査士の仲間も多数被

災し、幸いにも死者は出ませんでしたが、家や

事務所が全壊・一部倒壊・破損という状況に至

りました。

連合会では急遽「熊本地震災害対策本部」を

設置して、熊本会と連携をとりながら情報の収

集とともに対策方法を検討しました。

結果的には、全国からの義援物資等は集めず

に、大規模災害対策基金の中から、義援金とし

て全壊100万円、半壊50万円とすることにより、

被災会員の平常業務への復帰を願うこととなり

ました。

長野会でも平成18年に岡谷市の大雨被害によ

り、７名の会員がこの給付を受けておりますが、

できることなら国民全員が被災しないことを願

い、また、東日本大震災で被災された方々を含

め、被災前の状態に一日でも早く取り戻すこと

を願うものです。

旧様式との併用期間が去る９月16日に終了し

ました、不動産登記規則第93条ただし書に規定

する不動産調査報告書の様式の改定につきまし

ては、長野会でも研修を通じ、新しい様式への

切り替えの周知徹底を図っていただきましたが、

この報告書は調査士の専門的な知見を述べる場

として活用いただき、登記官には現地調査の省

略ができうる限り可能なものとして活用してい

ただけるよう望むものであります。

使用にあたり、パソコン上では不具合も多出

しており、連合会では会員の情報をまとめ対策

を講じておりますが、スムーズな運用まではも

うしばらく辛抱をお願いします。

なお、報告書は但し書きにもある通り調査士

が作成するものであり、補助者はもとより自治

体の職員や測量士等が作成するものではないこ

とを、会員一人ひとりが肝に銘じていただきた

いと思います。

空家対策では関連省庁との会議等を通じ、よ

りよい政策ができるよう努めているところでは

あります。長野会でも、今年３月に長野県と「災

害時における相談業務に関する協定」を長野県

弁護士会等隣接三士業とともに締結し、着実な

歩みを進めておられますが、これからも土地・

建物の専門資格者として社会にＰＲしていただ

きたいと思います。

また、関連として、所有者不明土地を隣接地

とする分筆の登記等を可能にするための新たな

筆界特定制度の活用について、法務省は既に各

会から提供いただいている案件についての試行

運用を近々に開始し、平成29年度からの本格運

用を考えています。
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私の歴史秘話等

　長野支部　山　口　高　男

編集委員の方から何か寄稿してもらいたいと

の電話、かつて私も編集担当にあった頃を思い

出しそれではと返事をしてしまった。さて大変

何を書いたらと言う事になった。当時長野市内

の建築建売会社からの依頼、県下一円南信、北

信を手がけている様だ。依頼を受けたのは南の

方、設計書、引渡書、委任状、住民票、図面用紙、

依頼者の署名押印もしてある等関係書類一式を

渡された。現地の法務局地図等関係必要事項の

調査を終え現地へ。建物調査を終え近くの食堂

で昼食を済ませて、その食卓等を御借して持参

した申請用紙、図面用紙、烏口、すみつぼ、線

引、カーボン紙（複写用）等持出し、図面、申

請書を作成する。法務局へ申請し完了予定時を

指示される。近くの公園等時間調整し登記済を

頂いて帰る。

帰りが早い時は登記済を会社へ届ける事も出

来た。

当時は調査書、写真等の添付等は無い。

これは私の当時歴史秘話である。その後、調

査書添付の件が有り賛否について議論がありま

した。

現在は不動産登記規則93条による内容緻密な

不動産調査報告書、現況写真添付する様に義務

付られる様になった。今後、更に改則されて行

くでしょう。

私の思い出と言えば、現在県調査士会館の新

築に、当時長野支部長として参加した事、又調

査士発祥の地として松本に記念碑の建立に際し、

県副会長として皆で起案を通し完成出来た事は

生涯思い出の１つとなった。そんな事をしてい

る内に会員名簿を見れば年だけは１番昔の人と

なった。

　我が会のレジェンド　

この費用双方合わせていくらかかったでしょうか

佐久支部　佐　藤　芳　男

今から約250年前水田に緑肥としてふみ込む

刈敷の草刈り権をめぐって、小県ごうりと佐久

ごうりが17年間の長期にわたって、幕府の評定

所（裁判所）において、ごうり界の争いをした

ことが今に言い伝えられている。

今なら早速調査士会のＡＤＲか法務局の筆界

特定に持込む案件であるが、時代は江戸中期、

場所は小県ごうりと佐久ごうりが界を接する小

諸領丒六村大原地籍の原野約30町歩。昔から小

県佐久のごうり界は千曲川の支流鹿曲川と依田

川に流れ落ちる、雨水が分かれる水こぼれの山

の稜線としていたものを、小県ごうり長瀬村外

７ヶ村が「いや稜線ではなく佐久側の山麓であ

る」といって、大挙押しかけて草刈りに入って

きたが、佐久ごうり側は１ヶ村で多勢無勢、そ

の上相手は馬を引いて大きな草刈鎌を持ってい
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て鼻いきが荒くどうにもならなかったという。

そこで領主の小諸の殿様に訴えたが相手にもさ

れず、鼻であしらわれたと伝えられている。

佐久ごうりの村人は、これはたぶん小諸の殿

様は小県の村々から鼻薬（賄賂）をきかされて

いるから等と悪口をいっていたが、真実のとこ

ろは江戸の中期どこの藩でも産業振興のため大

がかりの開発事業が行われた時代。小諸藩も八

重北を開削して蓼科山から水を引いて、現在の

東御市八重原地籍の原野の水田造成事業を代官

を置いて大々的に行った。そこの原野に草刈り

に入っていた小県の人達がしめ出されたので、

小県ごうりと佐久ごうりのごうり界の佐久ごう

りの丒六村に大挙して押しかけてきたものと思

います。言い分も草刈りという実績がないので

草刈り権等の入会権の主張はせず、ごうり界が

ちがうという主張になったものと思います。

小諸藩の殿様も丒六村は自領ではあるが、小

諸藩の開発事業によって生じたごたごたである

ので肩をもてず、そうかといって小県ごうり方

の肩ももてず、いたしかゆしで結局はあいまい

な態度をとっていたというのが本音であったと

思います。

やむなく丒六村としては今なら最高裁判所に

あたるでしょうが、幕府の評定所におそるおそ

る訴えざるを得なかったようです。訴えようと

したがこのとき十代将軍家継公が、14歳になっ

たお世継を失い失意のどん底にあったので、訴

えを出してもお取り上げになるかわからないと

言われたが、出訴したら幸いにもお取り上げい

ただいて訴訟になったというわけですが、この

書いたことのない訴状を作るのが大仕事。村

の主だった人達がよってなんとか仕上げたが、

困ったのはこれに添付するたたみ一畳丈にもな

るような絵図面。これは村人の手口にはいかず、

絵師をお願いして幾日もかかって作ったと伝え

られている。その上、部数が多く今なら簡単に

コピー機でできてしまいますが、人手で一つ一

つ作成したということで、相手の小県分８部、

正本１部、村の控えを合わせれば、合計10部を

作ったということになります。

さて訴訟には、江戸表の評定所に出頭しなけ

ればなりません。今でしたら佐久平駅から新幹

線に乗れば１時間足らずで東京駅に着いてしま

いますが、当時はわらじを履いて歩いて行かな

ければならず、江戸には割と近い佐久地方です

が、それでも２日はかかったといわれます。道

中は中山道筋で治安はわりとよかったといわれ

ていますが、途中には追剥コマのハエ等の悪者

がいるので油断はできない旅だったと伝えられ

ています。出達のときは家族と水盃を交し、お

金を胴巻に入れて命がけで出掛けたと言い伝え

られています。

こういう旅をして江戸に到着すると、訴訟を

取り上げられたとき指定された宿があり、そこ

に必ず投宿しなければならなかったそうです。

投宿すると一番先に評定所と小諸藩下屋敷（藩

庁）に出頭した届出に伺わなければならず、こ

れが一番の大仕事で、届出に行くには両庁とも

門番、腰掛（受付）下役まで里の名産品という

名目でそば粉、鶏卵等を手土産として持参した

といわれます。もちろん訴訟のために一人で出

府しているわけですし、人数も多いもので現物

を持参することができませんので、お金を包ん

で渡したことと思います。

この手土産を持参するのはよいとしても、一

番は非番の人を含めて何人か門番に包むお金の

相場はどの位か、落ち度はないかという心遣い

の方が大変であったと聞いています。今なら裁

判所にお土産を持参するなんてことは到底考え

られませんが、この当時はそういうしきたりが

あったのか、それとも評定所の長官が賄賂政治

の親玉などと悪口をいわれた田沼主力之頭意次

公であったというから、田沼様になってからこ

ういうしきたりが生まれたのかわかりません。

丒六村の百姓代としての訴訟ですから人並のこ

とをしなかったために敗訴をしたということに

なっては困るので、慣習には従ったと聞いてい

ます。この江戸の逗留、いつ評定所より取調の

呼出しがあるかわからないので、江戸見物に出

掛けるわけにもいかず、じっと取調の呼出を待

つより外なかったようです。ましてや丒六村百

－ 4 －

会　報　な　が　の　　第199号　 平成28年冬



姓代表として出府しているわけで、やがてこの

費用は之という現金収入のない山の中の寒村の

村人達に負担していただかなければならないか

ら、節減して節減して過ごしたと伝えられてい

ます。

この逗留、評定所よりもう取調することはな

いから帰郷してもよろしいという許可のあるま

では帰れなかったそうです。一回の呼出は大体

半月はかかったと聞いています。また許可が出

て帰るときは、小諸藩の下屋敷に「許可があっ

たので帰ります」と届出をして帰ったといわれ

ています。またこの呼出は判決まで必ず年一回

はあったそうですので、少なくても丒六村の百

姓代表は、丒六村と江戸を17回往復したことに

なります。この呼出状を差し紙といったそうで、

私は実物を見たことはありませんが、どのよう

にして丒六村まで届けられたかというと、まず

評定所よりこの訴訟で指定されている宿に届け

られ、その宿より赤紙のついた飛脚便で中山道

芦田宿の問屋本陣に送られ、問屋本陣より使者

を以て丒六村の庄屋様に「評定所より差し紙が

きているので受取状をしたためて受取りにこ

い」との連絡があり、庄屋様は普段着でしりぱ

しょりというわけにはいかず、衣服を改め受取

状を書いて芦田宿の問屋本陣まで受領に伺った

といわれています。受取った差し紙には「若し

この書付に違反したとき直ちに犯罪人として逮

捕する」というこわい但し書きがあったと聞い

ています。

この訴訟出訴から14年もかかったかというの

は、途中政変があり評定所の長官が田沼頭意次

様より松平伊豆の守様に交代があったことと、

小県ごうり方は八ヶ村という多数であったのと、

ご支配も幕府直轄領あり小諸領あり上田領あり

でそれぞれ村の言い分も違い、なかなか結審と

いうわけにいかなかったというのが長引いた理

由だろうと思います。

今の人達に言わせると、なんだとい草を刈る

権利だといそんなもので17年間も裁判をしたの

かいとなかなか理解をしてくれません。当時は

米作りがただ一つの村の産業であったとはいえ、

水田に敷き込む緑肥の草刈り権等をめぐって、

お金と手間をかけて江戸表の評定所において根

気よくごうり界の争いをしたものだと頭が下が

ります。

出訴してから17年目にやっと、小県ごうりと

佐久ごうりのごうり界は昔からいわれていた依

田川に落ちる水と鹿曲川に落ちる雨水の水こぼ

れの山の稜線という判決が下り、判決が12月23

日で正月が迫っていたが、丒六村では早速村境

の北側の境に原点の境石を据え、それより南側

山の稜線に一丁目（約百米）ごとに土を盛って

塚を作り、小県ごうりと佐久ごうりのごうり境

の境界標を作ったそうです。この石も土塚も

200年の年を経て残存しています。

またこの訴訟の手引きをしてくれた人（今の

弁護士さん）は、江戸上野の寛永寺の寺侍（今

のＳＰ）の人が務めてくれたといいます。この

人のお墓も現存しています。毎年桜の咲く時期

にお祭りも行われています。なぜ上野の寛永寺

の寺侍の人を選んだかというと、立科町の名刹

津金寺の本山が徳川時代、幕府の政策で東西２

つに分けられ、津金寺は東の寛永寺に属してい

たため本山の寺侍の方をお願いしたものと思わ

れます。

このナンバーに当たる標石を切石とよんでい

ますが、いわれは判決後、標石の埋設や土塚造

りに出役した村人が、やっと長年の悩みがふっ

きれたという思いで持っていたのこぎりや斧、

ナタ等で歯のこぼれるのも構わず標石の上面を

しいたり叩いたりして南北に溝を掘ったので、

それから切石という名称でよばれるようになっ

たといわれ、今の公図の図郭番号に当たる旧公

図の見出しの小字もその付近を切石といい、字

名として残っています。標石の溝もはっきりと

して現存し、ごうり界の説明看板も立っています。

さて、この訴訟の一回の呼出料だけでも今の

お金に換算すると万に近いお金になるといわれ

ていますが、小県ごうり８ヶ村、佐久ごうり

１ヶ村、手引者への礼金等合わせて一体いくら

かかったでしょうか。今のお金でおそらく億単

位のお金になると思います。
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傘寿を迎えて

諏訪支部　宮　本　恒　政

　今年は、丙申年、７年に一度行われる、諏訪

大社上社・下社及び各地区の小宮などの、御柱

祭が盛大に開催されるなか、この７月14日に無

事、傘寿を迎えることができました。

　顧みますと、昭和40年に兄と共に土地家屋調

査士の試験に合格することができました。昭和

41年３月に長野県土地家屋調査士会に入会し、

奇しくも傘寿と同じ年に、開業して以来50年を

迎えることが出来ましたことは、会員の皆様及

び家族に感謝する次第です。

　土地家屋調査士制度は改善に改善を重ね、傘

寿を迎えた者にとっては、身につくことがなか

なか難しくなってきましたが、幸い身体はい

たって健康ですので、今後ますますのご指導、

ご支援をよろしくお願いします。

　最後に調査士会のますますの発展と、会員の

皆様方のご健勝を祈願いたします。

8 0歳を迎えて

―　かなわぬ夢を見た青春から　―

伊那支部　三　島　武　士

　豊丘村の山深い農家に生れ、２歳のとき教員

であった父と死別、祖母と母に百姓の出来る男

になってくれと、ひき伸ばされるように育てら

れた。しかし家族の勧めで入った農業高校では

学業にも生活にも身が入らず、何たる親不幸者

であったかと今もって思う。

　それでも高校３年の時「農業土木」という部

門を選択し、その学徒全員で見学した「佐久間

ダム工事の現場」に見入った。

　当時日本最大で35万KWの出力をもつ電源開

発工事。天竜川のV字型渓谷で炸裂するダイナ

マイトの轟音！巨大なダンプカーの長蛇の群

れ！天上高く吊り下がってくる無数のコンク

リートバケット！…まさに戦場さながら…

　俺もあんな仕事に携わってみたい…それは身

のほど知らぬ青年の夢だった。

　それでも土木工事の測量位は出来ないものか

と思い、恩師のアドバイスで昭和30年５月高校

卒業直後に測量士補試験に辛うじて合格した。

　そして長野地方法務局に土地家屋調査士の登
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録をさせてもらったのはその翌年６月、しかし

仕事皆無で農作業の合い間の自宅研修が長かっ

た。当時我が国は至る所で治山、発電、農地開

発が進み、私の村豊丘村も農業基盤整備の土地

改良事業が盛んで、天竜川支小渋川土地改良区

の受益地区となるための基礎資料づくりの仕事

に恵まれた。このため調査士は休業となった。

隣町高森町に次ぎ昭和39年の秋、豊丘村全域の

国土調査が始まった。私はその工程管理を担

当、全村域に新しい公図（地籍図）が完成する

まで実に10年間の歳月を要した。総面積76.85

㎢。

　昭和48年３月14日（国土調査完了後）調査士

再登録、現在まで細々と業務を行っております。

　知らず知らずの内に年輪を重ね、山程あった

種々の問題も忘却の彼方へと去った今日、県調

査士会から長寿のお祝を頂戴し恐縮しておりま

す。そして法務局に永久保存されている地籍成

果はいつまでも国民の為に生きた資料として残

ることを念じております。
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政治連盟に加入しましょう

政治連盟は調査士制度発展のために

力を尽くします

長野県土地家屋調査士政治連盟

　　　　　　 会長　　上　原　兼　雄

〒380－0872　長野市大字南長野妻科399番地2

　　　　　　 電　話　026－232－4566

　　　　　　 ＦＡＸ　026－232－4601



　総務部長　寺　島　範　昭

建　物

　会館の建築確認の許可日は昭和62年８月29日

でした。したがって、昭和56年改正建築基準法

のいわゆる「新耐震基準」はクリアしています。

新基準では、地震による建物の倒壊を防ぐだけ

ではなく、建物内の人間の安全を確保すること

に主眼がおかれたそうです。旧基準の震度５程

度の地震に耐えうる住宅との規定は、新基準で

は『震度６強以上の地震で倒れない住宅』と変

わったそうです。

　なお、この改正以外にも、地震の被害状況を

鑑みて個別の改正や追加が度々なされており、

例えば昭和43年十勝沖地震の被害を踏まえ、昭

和46年に鉄筋コンクリート構造建物の柱帯筋の

基準を強化したことなどがあります。

　ところで、平成17年の「姉歯問題～耐震計算

の偽造」を受けて、本会会館に関して設計事務

所にあらためて確認したところ、構造計算等適

正であるとの報告を得たそうです。

本会対応の結論

　以上により、当時の役員会では、会館自体の

大規模な耐震補強工事は行わないと判断し今日

に至るそうです。

敷　地

　国／内閣府、地震調査研究推進本部、地震調

査委員会　による「長野盆地西縁断層帯の長期

評価」(H27.4.24)

　県／長野県、防災会議地震対策部　による「長

野県第３次地震被害想定調査報告書」(H27.3)

等の資料・データによると、

立地場所の状況

　長野盆地の西縁に沿って分布する活断層「長

野盆地西縁断層帯」があり、野沢温泉村～木島

平村～飯山市～中野市～小布施町～長野市～千

曲市～麻績村～筑北村へと延びています。北西

側が南東側に対し相対的に隆起する逆断層帯と

のことです。過去にこの断層帯で、1847年（169

年前）に善光寺地震が発生しました。規模は

M7.4で、北西側が２～３ｍ隆起したと推定さ

れています。まさに、会館はこの断層の縁に建っ

ています。

今後の見通し

　活動の間隔は800～2500年程度とされており、

善光寺地震から169年経過しています。

　地震発生の可能性は、今後30年以内の発生確

率０％（今後50年以内、100年以内も同様に発

生確率０％）と報告されています。

被害想定

　万一この断層帯全体で地震が発生した場合、

最大M7.8（震度６強以上）、既存の断層に沿っ

て北西側が最大数ｍ乗り上げる。との被害想定

がされています。

会館の現状調査報告
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地籍問題研究会　第16回定例研究会参加報告
社会事業部長　田　口　正　幸

平成28年７月16日（土）に地籍問題研究会第

16回定例研究会が金沢大学角間キャンパスで行

われ、竹花副会長、寺島総務部長、清水長野支

部長と共に参加してまいりました。

この研究会は、「日本の空き家空き地問題を

考える」をテーマに、別紙のとおり２部構成で

開催されました。現在、日本における総住宅数

は約6000万戸であり、そのうち空き家は約820

万戸（空き家率は、おおよそ13％）とのデータ

があるそうです。この研修を受け、土地家屋調

査士の立場として何ができるのかを重点に報告

いたします。

第１部「空き家空き地に対する現状と課題」
⑴　「空き家空き地問題と国土管理」　

　　�小栁春一郎氏（獨協大学法学部教授、地籍

問題研究会副代表幹事）による講演

　　はじめに、空き家空き地の考え方のとして、

下記表のとおり法的、物理的観点から分類、

整理して問題提起がありました。

物理的管理
（物理的に他害がないか）

問題なし 問題あり

法 的 管 理
（所有者は
明確か？）
（ 所 有 権
の 範 囲 は
明確か？）

問題なし
望ましい状
態

特定空き家
所有者明確

問題あり

きちんと利
用相続登記
未了境界不
明

特定空き家
所有者不明
境界不明

　まず、物理的な問題は外観でわかるため、活

用、取壊し等の対応がある程度可能であるが、

法的管理に問題がある場合に困難を極めるとの

ことでした。

不動産登記法は取引の安全が中心であり、相

続登記がされずに放置されているため、不動産

登記情報から所有者を探すのは大変であった

り、登記記録上の筆なり、建物なりが現地のど

の土地や建物に対応しているかが不明であった

りすることが空き家空き地には多く見られると

のことでした。特に取引価値の低い不動産は物

理的にも法的にも放置される傾向が強いとのこ

とでした。

また、課税上の問題として、相続が進まない

ために自治体ではやむなく死亡者名義のまま固

定資産税の課税をしている場合があり、中には、

そのような事例が10％を超す自治体もあるそう

です。

対応策として、従来は入手困難でしたが、自

治体による固定資産税情報の利用権が「この法

律（空き家法）の施行のために必要な限度にお

いて」内部で利用可能になったそうです。

最後に、取引価値の低い不動産は相続登記も

されず、死亡者課税がされ国政上も問題発生し

つつあると指摘がありました。

⑵　「権利放置による所有権不明の対応」

　　�長橋尚臣氏（石川県司法書士会会長）によ

る講演

　この講演では、司法書士の立場より支援内容

が以下の通り発表されました。

①　法務局に備えられた不動産登記情報や公

図等による空き家等の所在及びその登記名

義人の確認

②　空き家等の登記名義人に相続が発生して

いる場合の相続人調査及び相続登記

③　家庭裁判所に提出する相続放棄等の申述

の有無の照会申請書の作成

④　家庭裁判所に提出する成年後見等開始申

立書、相続財産管理人選任審判申立書、不

在者財産管理人選任審判申立書の作成

⑤　成年後見人、財産管理人等への就任

⑥　上記に関する相談対応

⑦　勉強会・研修会の共催、講師派遣

　　以上の支援をとおして、市町村と司法書士

との連携による空き家対策関連事務の成功例

も数多くあるそうです。

⑶　長野県土地家屋調査士会の研修会において

もご講演いただいた吉原祥子氏が、第１部の
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総括をされました。

　　「空き家」に関しては、対策コストのハー

ドル、権利意識の希薄化（特に資産価値の低

い不動産の管理）から生じる管理責任者が不

明確をあげ、行政と専門家が一体となりワン

ストップサービスを実現し解決することを提

言しました。また、所有権の放棄や、市町村

への帰属等法的整備も必要であるとの提案が

ありました。

第２部「京都市、金沢市における空き家空き地
の活用等の取り組み」

⑴　「京都市の取り組み」山田一博（京都土地

家屋調査士会会長）の講演

　　まず、京都市の特質として、細路地が多く、

建築基準法上再建築が困難であり空き家も多

い現状があり。空き家率と高齢化率との間に

一定の相関が認められるとのことでした。

　　それを踏まえ、予防策として空き家に関す

る意識や知識を高めるための啓発リーフレッ

ト等の作成、地域や高齢者の集まり等に専門

家を派遣し、空き家化の予防をテーマとした

説明会や相談会（おしかけ講座）の開催、自

動車、家電と同様に購入時にリサイクル料金

を徴収、権利登記の義務化等の提言をされま

した。

　　最後に、自治体に対し土地家屋調査士が伝

えるべきこととして、

①　空き家対策に関する情報の把握ができる

②　空き家対策事業において家屋や土地の境

界について適正な助言ができる

③　地図の整備が空き家化を予防できる

　　を挙げ、会としても積極的に空き家空き地

対策にかかわるべきだとのお話でした。

⑵　「金沢市の取り組み」

　　坂上浩幸氏（金沢市都市整備局住宅施策課

長兼空き家活用推進室長）の講演

　　金沢市で行われている、空き家空き地対策

についての発表でした。特色としては、「ま

ちなかの定住を促進」するために、管理活用

計画をまちなか区域について優先的に取り組

むこと、住宅の活用について優先的に取り組

むことに力を入れているとのことでした。

　　古くからの街並みということもあり、建物

の再建築が不可能な土地も多くあり課題も山

積みであるとのことでしたが、行政として、

コンパクトシティー化を目指しているという

印象を受けました。

以上が、研究会の内容ですが、所見として「空

き家空き地対策」については各地域によって事

情が様々で、全てに当てはまる解決策を見出す

のは大変なことであるという印象でした。しか

し、法的管理の観点から相続登記の重要性、物

件の明確化の重要性をその都度発信していくこ

とは我々資格者としての責務であると考えま

す。そして、行政と専門家が一体となりワンス

トップサービスを実現し解決する体制が各地に

広がれば解決の糸口が見つかるのではないかと

思います。

最後に、土地家屋調査士としては、登記記録

上の筆なり、建物なりが現地のどの土地や建物

に対応しているかを調査することには、他の専

門家より優れていると考えられます。入り口と

しては、その強みを発揮し、行政との連携をと

ることがポイントとなってくると思います。そ

の後、滅失登記、表示変更登記、境界の確定測

量等が必要である場合には、我々が業務として

受託するという流れになってくると思います。

空き家空き地対策については、始まったばか

りであり多くの課題がありますが、我々土地家

屋調査士は、県内各地に根差して業務をしてい

るため地域の実情をよく理解しています。その

強みを生かしつつ「不動産に係る権利の明確化

を期し、国民の信頼に応える」ため、この問題

に携わっていくことが必要であると考えます。
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13：45-15：10　第１部　「空き家空き地に対する現状と課題」

15：20-17：45　第２部　「京都市、金沢市に於ける空き家空き地の活用等の取り組み」
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★金沢大学
　中央バス停

★

★研究会場

★
★研修会場

Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
　
兼
六
園
口(

東
口)

金沢大学角間キャンパス内で３つのバス停に停車します。
（①金沢大学自然研前→②金沢大学中央→③金沢大学の順に停車）
！ 必ず②金沢大学中央で下車してください

行き【金沢駅東口発】
09:55発－10:24着
10:40発－11:07着
11:05発－11:32着
11:55発－12:22着
12:55発－13:22着
13:45発－14:12着

17:01発－17:38着
17:11発－17:48着
17:46発－18:23着
18:21発－18:58着

18:39発－19:16着
19:41発－20:18着
20:36発－21:13着
21:41発－22:18着

帰り【金沢大学中央発】
バ
ス
時
刻
表

※東京・京都行き最終特急に乗車可能

※

「金沢大学中央」バス停（所要35分）



第36回関東ブロック協議会親睦ゴルフ大会に参加して
木曽支部　奥　原　一　吉

平成28年10月３日関東ブロック協議会親睦ゴ

ルフ大会が神奈川県「大箱根カントリークラブ」

にて行われました。

一度は行ってみたいゴルフ場であったのと、

体力的に最後の機会かなと思い参加をしまし

た。

前日２日に行われる前夜祭に参加するため、

余裕をもって出発しましたが、途中高速道路で

の事故による通行止めがあったり、渋滞に巻き

込まれながらもなんとか時間までに到着するこ

とができました。

前夜祭は、チャリティーくじ引き大会や、お

笑いライブなど、神奈川会の企画により楽しい

時間を過ごし、他会の会員とも親睦を深めるこ

とができました。

さて本番のゴルフ大会ですが、長野会からは

７名、関東各地より130名余りの参加があり、

腕前を競い合いました。

大箱根カントリークラブは女子プロツアーが

行われる有名なゴルフ場で、われわれは女子プ

ロよりも340ヤードほど短い6260ヤードあまり

のフロントよりのスタートとなりました。

予報どおりスタートするころには雨が降り出

し、合羽を着てのスタートとなりました。

９番Ｈ（ドラコン）には渡邉彩香プロ、18番

Ｈ（ドラコン）にはイ・ボミプロの飛距離地点

が明示してありましたが、とても及びませんで

した。

時折スコールのような雨が降り、後半のコン

デションが悪くＯＵＴ、ＩＮ別に前半のみの成

績により順位発表がありました。

天候には恵まれませんでしたが、時折顔を出

す箱根外輪山の景色やきれいなコースを楽し

み、また他県の先生方との親睦も深めることが

できました。

次回37回大会は、静岡会の当番により裾野カ

ンツリー倶楽部で開催されるとのことです。

是非参加され、他会の方と交流してみてはい

かがでしょう。

詰 将 棋 第25回

※解答は21ページにて掲載

　　　 （長野支部　北　原　匡　尚） 

【第１図は初期局面】
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長野支部　小　池　　　悠

去る平成28年９月６日、７日と２日間に渡り、

長野県南佐久郡南牧村野辺山の八ヶ岳グレイス

ホテルにて４県合同の『第２回Ⅷ系防災会議』

が行われました。

第１回会議は『Ⅷ系サミット』と仮名称でし

たが、本会議にて『Ⅷ系防災会議』と確定致し

ました。

静岡会より、米澤實名誉会長、赤堀一通会長、

鈴木優副会長、大塩人己総務部長。

新潟会より、阿部春男名誉会長、大塚久生会

長、金子仁副会長、米山正男社会事業部長。

山梨会より、大村義之会長、嶋崎勝彦総務部

長、野澤岳人企画研修部長。

長野会より、松本誠吾会長、金田政孝副会長、

寺島範昭総務部長、松永宏樹社会事業部理事、

郷津直文災害対策委員長、浅香正紀災害対策副

委員長。

４県から代表して17名、取材担当として私を

含め18名にてⅧ系原点に集結し、晴天の中記念

撮影からスタートしました。

Ⅷ系原点は、平成23年3月11日の東北地方太

平洋沖地震の影響を受け、東方へ258ミリ、南

方へ８ミリ、上方へ70ミリほど移動しており、

防災会議を行う意味をまざまざと感じさせられ

ました。（Ⅷ系原点に興味がある方、ない方も、

長野県土地家屋調査士会のホームページに詳し

く記載されていますので、ぜひ見て下さい。）

皆様の記憶にも新しい、東北地方太平洋沖地

震と同程度の地震があなたの街で起きたらどう

しますか？隣の市で、隣県で起きたら？

うっすらとイメージは出来るかもしれません

が、行動を起こすにはそのための準備及び対策

を講じる必要があります。

長野県には海がないとはいえ、近年では神城

断層地震、長野県北部地震（栄村）、御嶽山噴火、

南木曽町の土石流が発生していますし、災害の

少ない地域とは決して言えません。災害につい

て、対策について考えなければならない状況に

あります。

『Ⅷ系防災会議』は、災害に対する準備、対

策を練る会議です。

１日目は、第１回Ⅷ系防災会議が２年前に行

われているため、各会の２年間の取

り組報告がなされ、その後に各会が

直ぐに活動に移れるには何が必要で

あるか。隣県だからこそ出来る事は

何なのか。土地家屋調査士会として

何が出来るのか。会員が何を望むの

か、会が望むものや、市民や行政が

望むのは何なのか。隣県の協力体制

の確立や準備。そして会員の防災意

『第２回Ⅷ系防災会議』報告
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識を高める施策など、多岐にわたり行われ

ました。

２日目は、今後の活動について話し合い

がなされました。

『第３回Ⅷ系防災会議』は静岡会で行い、

以降山梨会、新潟会、長野会と、２年に一

度土地家屋調査士会館で行うことが決定致

しました。

被災地への相互援助をするにしても、調査士

会館の場所や、人が分からなければ連携が取れ

ないからという理由からです。

Ⅷ系防災会議感想
静岡会

米澤實名誉会長　『２年に一度くらいは原点

に戻って、皆で意見交換することは大事な事だ

と思った。防災はだんだん風化していくから継

続が大事だと思う。』

赤堀一通会長　『非常に有意義で活発な意見

をもらって良かったと思います。担当者の顔と

名前が一致することで、皆さんに連絡出来るよ

うな状況を作っていただいて非常に助かり、あ

りがたいと思う。』

鈴木優副会長　『何が必要で、何が不十分な

のか、現実的な話をこれからは具体的にしてい

くことが望まれると感じました。何をしなけれ

ばいけないのか、何をすべきなのか、現実想定

的な話も今後は必要だと感じました。』

大塩人己総務部長　『これからも続けてやっ

ていければと思います。機会を持たないとなか

なか知り合えないので、それが大事だと思って

います。またこれからも宜しくお願いしたいと

思っています。』

新潟会

阿部春男名誉会長　『有意義な会議だったと

思います。各会がそれぞれ足りない部分を話し

合いの中で新しい意見を聞いて、各会に持ち

帰って対処できると思います。』

大塚久生会長　『資金の面を各会考えて積立

てしているので、新潟会も考えて進めて行きた

いと思います。色々な情報を得られまして、有

意義な会議でした。新潟会も情報を発信できる

ように頑張ります。』

金子仁副会長　『他会の状況を聞けて大変役

に立ちました。大いに参考にさせてもらいたい

と思います。』

山梨会

大村義之会長　『災害に備える気持ちが大切

だと思っていても、日々の生活に追われてし

まって、なかなか深く考える事がなかったので、

会議を通して意識しました。会議が２年に１度

と決まりましたので、役員はどんどん変わって

いきますが、多くの人が防災を知っていく事が

大切だと思うので、会議を続けていく事が大切

だと思っています。災害があったときは、それ

ぞれの県が協力して最大限のフォローが出来る

ように、皆で頑張っていきましょう。』

嶋崎勝彦総務部長　『会議に出席させてもら

い山梨会の防災対策が遅れていることが聞けま

した。また、積極的に準備している会のお話を

聞けたという事は非常に有意義でありました。』

野澤岳人企画研修部長　『災害が万が一起き
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た時に、調査士だからという事で特別なことを

やらなければならないかなとずっと思っていた

のですが、静岡会の話を聞くと、ボランティア

的な部分がすごく重要視されているようで、専

門的なことをやらなくてはいけないという事で

はない、というところが、今回の会議の中で情

報として仕入れた部分です。長野会等、山しか

ない、海が無い県でどの様に防災対策をしてい

るのか興味があるところではあります。』

長野会

松本誠吾会長　『世界測地系Ⅷ系を我々４県

が使用していることから、時折原点が東日本大

震災で動いた話が上がり、平成26年９月、静岡

会米沢当時会長の音頭で「Ⅷ系サミット」と称

し４会長が集合し、防災協定を結びました。

４県は地震と火山、河川、土砂災害と、過去

数次の大きな自然災害に見舞われていることか

ら、準備が必要なのは間違いない、ということ

は共有しています。この第二回目の会議がいっ

そうの協力体制を導き、減災に繋がることを期

待しています。今回また共有意識が育まれたも

のと思います。少しずつでも着実に進むこと、

継続は力です。』

金田政孝副会長　『実際の災害発生時にはマ

ニュアルが予定通りに機能しないことがある、

との指摘（新潟会）があった。本会災害対策委

員によるマニュアルの精査作業を行うに当た

り、机上の空論とならないよう先進会に学

ぶべきことは学び実効性のあるマニュアル

にして行く必要を感じた。

また長野会以外は災害時における家屋調

査（罹災証明書の発行手続きの補助）に係

る地元行政体との間で協定を結んでいると

の説明を受けた。長野会では災害時、当会

を含む士業連絡会において長野県との間で

相談会開催の協定締結に至っており、また随時、

相談会等の開催申出があった場合に受け皿とな

る社会事業部が組成されたこともあり、対外的

な災害対策についても一応は対応していると考

える。』

寺島範昭総務部長　『前回会議も参加させて

いただきましたが、各会の実情や抱える課題を

聞く事ができ、問題を共有し意見交換できる機

会は、大変貴重な場だと、あらためて感じまし

た。

話題にあがった事柄については、この場限り

で終わりにせず、長野会に持ち帰り、それぞれ

の立場で関わる事業に生かしてほしいと思いま

す。

総務部長の立場として特に思ったことは、災

害対策事業用の基金をもっと増やしてゆかなけ

ればならないこと、４県で結んだ災害時支援協

定の意味や具体的内容をもっと会員に周知しな

ければならないこと、などです。

大変意義のある会合でした。きちんと結果を

残せるよう、今後の活動に生かしてゆく所存で

す。』

郷津直文災害対策委員長　『８系サミットに

災害対策委員として参加させていただき、改め

て４県の防災協定の重要さを感じました。

また４県の防災会議を継続して続けていかな

ければ、いざ災害が発生してしまったときに協
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力体制ができておらず何も意味をなさないこ

と。

顔と名前が一致するようにしておくことです

ぐに連絡をすることができ、スピーディーに連

携がとれるという点でもこの防災会議は有意義

なものであったと感じられました。

２年に一度、お互いの会館の場所を確認しあ

うということも含めてこの防災会議を継続して

行けることも確認でき非常に有意義であったと

感じます。

これからの長野会の取り組みとして、県との

協力協定を締結した以上、県が行う被害認定調

査などの協力体制も視野に入れて考えていかね

ばならないと思いました。』

浅香正紀災害対策副委員長　『これまでは「長

野県内で災害が起きた場合」を想定し、物事を

考えていましたが、「隣接県等が被災した場合

の支援する立場」でも様々な事を考えなければ

ならないと強く認識させられました。

また、他会の会長さんなど普段お会いするこ

とのできない方々と接することができ、貴重な

経験をさせていただきました。』

新潟会の米山正男社会事業部長の取材が出来

ず、本誌に掲載できず大変失礼致しました。本

会議に、取材同行という形で参加させていただ

きましたが、私を含めどれだけの会員が普段か

ら防災を意識しているのか、意識できているの

か考えさせられる会議でした。

災害が自身や家族や友人、知人に降りかかっ

た時、すぐに前を向く事は出来ないかもしれま

せん。でも、横を向けば同じ調査士会がいると

いう事は、大変頼もしい存在ですし、またそう

でありたいと感じました。

弁護士会研修会に参加して

長野支部　竹　田　　　元

９月６日に行われた長野県弁護士会の研修会

と懇親会に取材を兼ねて参加致しました。

本研修会は昨年に引き続き当会が長野県弁護

士会より土地の境界等に関する研修会の講師派

遣を依頼され開催したもので、当日は長野会場

と松本・上田・佐久・諏訪・伊那・飯田の各会

場をテレビ回線で繋ぎ、長野以外では講義内容

をモニターで見ながら行うという画期的なもの

でした。

会場は弁護士会館４階会議室、講師は猪飼副

会長、講義は「土地家屋調査士が行う筆界の調

査と分析」と題して行われました。

弁護士会の要望により、日常の業務で境界に

関する案件の際にどんな資料を集めれば良い

か、そこからいかに情報を読み取るかというこ

とを軸にした講義内容でした。

実際弁護士向けの内容ではありますが個人的

に公図についての講義は、非常に興味深いもの

でした。

私自身、調査士試験に合格するまで東京で補

助者をしており、それまではほぼ精度区分が「甲

２」の公図しか見たことがありませんでした。

　弁護士会研修会参加報告
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弁護士会の研修会および交流会への参加報告

（松本会場）
社会事業部長　田　口　正　幸

平成28年９月６日、県下７か所の弁護士会館

にて猪飼副会長が講師となり「土地家屋調査士

が行う筆界の調査と分析」と題する弁護士会の

研修会が開催されました。

テレビ会議システムによるもので、私の参加

した松本会場では24人の弁護士の先生が受講し

ました。主な内容は、公図の歴史、種類、信用

性に関するもので土地家屋調査士が受講しても

「なるほど」と新しい発見がある講義でした。

また、弁護士の先生方も熱心に勉強している姿

が印象的でした。

終了後、弁護士会研修担当の長瀬副会長にお

伺いしたところ、普段の研修会の倍以上の会員

が参加したとのことです。また、今までは、弁

都会の業務では道路査定図、地積測量図がも

れなく納められており、公図は形状を判断する

くらいのものだったからです。特に和紙公図の

色によって田畑の高低差を見分けるという内容

は、非常におもしろく勉強になりました。

また、各会場からの質問に猪飼先生が答える

質疑応答の時間があり、滞ること無く回答する

姿はとても頼もしく見えました。

研修会後、長野会場では「やま茶屋」にて合

同の懇親会があり、季節の料理とお酒で、（や

ま茶屋さんから、振る舞い酒あり）仕事の話を

するテーブルあり、日頃お互いの業種について

疑問に思っていることを聞き合うテーブルあり

と大いに盛り上がりました。

私も、同世代の弁護士さんとご一緒し、砕け

た話から、真面目な話まで、いろいろとお話を

させていただきました。

その中で、都会と違ってある問題だけに特化

していても、地方ではそれだけでは

厳しい。そのため日頃から、どんな案件が

来ても対応できるように、いろいろな法律を

チェックしているというお話は、資格は違って

も日々の積み重ねが大切なのだなと、感じさせ

られ背筋が伸びる思いでした。

今後、弁護士と調査士が連携してひとつの事

件に取り組む機会があると思います。

そのときに備えて、合同で研修をし、懇親会

で親睦を深めるという、この会はとても有意義

な事だと思いました。

最後になりますが、今回の研修会と懇親会開

催に携わった本会、ADR運営委員会の皆様に

感謝の意を表し、今回の研修会・懇親会の報告

とさせていただきます。
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弁護士会との交流会

大町支部　関　戸　正　幸

平成28年９月６日、県下７ヶ所の弁護士会館

にて、猪飼副会長が講師となり『土地家屋調査

士が行う筆界の調査と分析』と題する弁護士会

の研修会が開催されました。

研修会終了後に弁護士会・土地家屋調査士会

の交流会が長野会場と松本会場の２ヶ所で行わ

れ、私は松本会場に参加させて頂きました。松

本会場は弁護士12名、土地家屋調査士11名で乾

杯から名刺交換、自己紹介タイムなど大いに盛

り上がりました。

私には弁護士の知り合いがいない

ので、かなり緊張していましたが、

お酒の力を借りて色々とお話しする

事ができました。仕事に関する話題

が中心でしたが、なぜ弁護士をめざ

したのか、その理由を聞いてみまし

た。私の隣に座った女性弁護士さん

は、小学生の時に見たテレビドラマ

で弁護士ってカッコイイと思い、勉

強を始めて司法試験をパスしたそうです。やは

り、やる気と実行力が凄いです。その他沢山の

弁護士の方と話をさせて頂きました。

今までは境界争い等、問題がおきても弁護士

を紹介出来ませんでしたが、これからは、知り

合いになれたので、紹介できると思います。と

ても有意義な時間を過ごすことができました。

また、機会があれば参加したいです。

護士より土地家屋調査士への仕事依頼は、境界

の紛争に関することが多かったのですが、社会

情勢により「破産管財人」「相続財産管理人」「成

年後見」等の仕事も増えているため、境界また

は筆界に関する勉強を避けることができない状

況になってきておりいる。そのため弁護士会と

してもこのような機会を持てることが大変あり

がたいとのことでした。

その後、会場を改めて弁護士、土地家屋調査

士交流会が行われました。松本会場は、弁護士

12名、土地家屋調査士11名が顔を合わせ大いに

盛り上がり、懇親を深めました。ざっくばらん

な話の中で、弁護士業務に関して土地家屋調査

士がサポートできることが多くあると感じるこ

とができた一日でした。

猪飼副会長お疲れ様でした。
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新人研修会

平成28年度土地家屋調査士新人研修会に参加して

松本支部　成　田　　　充

去る９月17日～９月19日に、千葉県にある幕

張国際研修センターで行われた『平成28年度

土地家屋調査士新人研修』に出席し、会員心

得、土地家屋調査士の職責と倫理、筆界確認の

実務、法律の基礎知識、土地・建物の所有及び

利用上の規制関連法、調査・測量実施要領、筆

界特定制度と土地家屋調査士会型ＡＤＲ、不動

産登記法・主要先例・オンライン申請・不動産

調査報告書、報酬の運用、土地家屋調査士業務

と法的責任、について学ぶと共に、パネルディ

スカッション「土地家屋調査士の適正業務と報

酬について考える」に参加させていただきまし

た。

どの項目も非常に大切な内容でしたが、最も

印象に残ったのは、筆界確認の実務でした。講

義の冒頭で「筆界の確定、特定、認定、推認、

確認」の用語の使い分けについて触れ、それぞ

れの行為を行える者は順に「裁判官、筆界特定

登記官、登記官、調査士、土地所有者」である

ことの確認をしました。普段あまり意識してい

なかったので、今後業務の中で意識して使って

いきたいと思います。

また、日本の筆界成立の歴史について触れ、

古くは太閤検地の頃より土地の測量を行い、地

租改正等を経て現在の公図・地図が作成される

に至ったと言うことを知り、古くからある資料

を読み解くことの大切さを感じました。

懇親会の席でも、この話について少し触れ、

「過去に作った図面はその当時の測量と同一の

方法を採らなければその正確さをはかること

はできない。」という話を聞き、現在のトラン

シットやＧＰＳを用いた測量・作図方法だけで

なく、過去の測量・作図方法についての見識を

深めていくことが、筆界の推認に役立つことを

知りました。

今回の研修は３日間でしたが、大変密度が濃

くあっという間でした。講義の中で出てきた

「知識と技術を極めた隣接法律専門職」土地家

屋調査士としてあれるよう、日々研鑽を積みた

いと思います。ありがとうございました。
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平成28年度土地家屋調査士新人研修会に参加して

大町支部　藤　原　成　吾

平成28年９月17日（土）から３日間、千葉の

幕張国際研修センターで第37期土地家屋調査士

新人研修会に参加してきました。

研修会の受講者は全体で163名になり、長野

会からは私を含む４名が参加しました。

３日間の講義は睡魔との戦いかと思い身構え

ていましたが、そんなことはなく講義をする先

生方のお話はとても流暢で普段から立会等で説

明慣れをしているのだろうと感銘を受けまし

た。

１日目の講義が終わりその後は長野会で交流

会をしました。講義の先生方に長野県の先生が

いなかったので、より身近な話が聞けて楽し

かったです。２日目は講義が一時中断するハプ

ニングがありましたが無事に２日目も終わり、

その後に懇親会が開かれて他会の先生方と交流

をしました。

最終日のパネルディスカッションは「土地家

屋調査士の適正業務と報酬について考える」と

いう演目の劇を見た後に、６名の先生方に、業

務を行うにあたりどのような問題点があって、

その解決方法を自分自身の体験談を交えながら

説明して頂き、時間がいくらあっても足りませ

んでした。

この新人研修会で講義して頂いた事を自分な

りに噛み砕いて今後の調査士業務を質の高いも

のにして行けたらと思います。最後になります

が、この研修会に携わった先生方々、本当にあ

りがとうございました。

【第２図は ３二金まで】
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 【第１図】より…

　１手：  ２二銀　　　２手：  ４二玉

　３手：  ５二金　　　４手：  同　銀

　５手：  ３一銀不成　６手：  同　金

　７手：  同　龍　　　８手：  同　玉

　９手：  ３二金【第２図】
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支部だより
支部活動について

長野支部長　清　水　泰　之

昨年の今頃にも同様の原稿依頼がありました。

支部活動としては、この10月から11月にかけ

て、あらゆる行事の準備で一番忙しい時期です。

10月21日は行政及び他士業も呼ぶ寳金先生の

研修会、11月３日のキッズサイエンス、11月18

日19日の地区合同研修旅行、11月27日の本会主

催無料相談会があります。また定期的に行って

いる無料相談会、長野市監理課との連絡協議会、

資産税課との連絡協議会も軌道にのりそうです。

年があけると年に一度の長野市と調査士との意

見交換会も予定しております。空き家対策や緊

急連絡網の再構築も視野にいれています。

そのような中、各担当者は責任をもって準備

を行っています。広報担当も全て対応していま

す。

今回はいくつか準備の様子を各担当者の声と

して掲載願いました。

生の声を聞いていただければ幸いです。

寳金先生の支部研修（第６回）にあたり

　長野支部　西　沢　正　樹

　来る10月21日の寳金先生の支部研修にあた

り、現在準備を進めている真っ最中です。

　先生の研修は、過去５回もそうであったよう

に、①こちら側からの実務上の質問・疑問をま

とめ、②先生に投げかけ、③質問・疑問につい

て先生なりの回答について検討した上で、④レ

ジュメ作成、⑤当日先生からの講義、という形

で進めています。先生に質問を投げかけるとい

うのは、非常に難しい作業です。勉強しなけれ

ば質問の形が作れません。また先生と直に質問

事項について先生の回答について意見交換し検

討するわけですが、勉強して自分なりの考えや

意見がないと打合せになりません。今回、ドロー

ンを使った測量について質問がありましたが、

航空測量の観点や、土地家屋調査士の職域など

新しいテクノロジーについての勉強不足からこ

の質問はカットされました。また今回最も熱い

議論となった、14条地図整備と筆特業務や一般

実務で扱う筆界において整合性がとれていない

のでは？という議題については、非常に考えさ

せられる議題であり、また私達土地家屋調査士

の存在理由が問われるほどの重要なことを先生

から突き付けられたような気がしました。

　今年で６回目となる寳金先生の支部研修です

が、熱い議論をし生みの苦しみを経て作られた

レジュメで行われる先生の熱い研修は間違いな

く実務に携わる方々のスキルアップにつながる

ものと確信していますので、ご期待して頂きた

いと思います。多くの方々のご参加をお待ちし

ております。
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長野高専キッズサイエンス出展に向けて

長野支部　北　條　誠　治

子ども達・親子連れに開放する科学イベント

「長野高専キッズサイエンス」に、昨年からに

引き続き長野県土地家屋調査士会として出展し

ます。今年の開催日は11月３日文化の日です。

『自然の不思議、科学の不思議にふれてみよう

　親子で体験　楽しい科学』をキャッチフレー

ズに今年の出展テーマは43テーマとなっており、

広い分野において子どもたちに多くの情報を提

供できるイベントです。

長野支部支部長以下役員が中心となって参加

します。調査士会の出展内容は、昨年好評を博

した「トータルステーションを使った逆打ち宝

探しと距離当て体験」、「平板を使って絵を描こ

う」です。今年はGNSSの逆打ちを使った宝探

しを加えています。中庭に埋める宝探しの景品

は、夏に携帯ゲームが社会現象となったキャラ

クターグッズなどを予定しています。

昨年、私は見学参加しましたところ、調査士

会の教室も大勢の家族連れで大盛況でした。子

ども達はもちろん、お父さん、お母さんが測量

機器に笑顔で触れている姿がありました。調査

士会の出展がアンケート満足度No. １であった

のもうなずけます。

10月中旬より長野市、須坂市、飯山市の全小

学生と千曲市の全教室にチラシが配布されます。

来場の子ども達、ご家族連れの皆さんには測量

体験を楽しんでもらいたいと思います。それを

通じて土地家屋調査士について知り興味をもつ

機会になれば、広報活動の大きな力になると考

えています。

合同研修旅行について

長野支部　小　池　秀　巳

長野支部では毎年、公嘱協会長野地区との合

同で研修旅行を行っています。予算の都合もあ

り１泊２日の日程です。

毎年行先には頭を悩ませます。また、単なる

慰安旅行ではありませんので業務に関わる研修

的要素も取り入れなければなりません。

今年の旅行の目玉はトプコンの工場見学です。

普段一般に工場見学をさせていない会社なので、

今回は旅行社を通じて特別にお願いしました。

具体的な内容については先方にお任せなのです

が、普段使用している測量機器を製造する工場

の内部を見せてもらう滅多にない機会なので楽

しみです。

そして昨年の行程に組み込んでいながら時間

の都合で泣く泣くキャンセルしたビール工場見

学。今年はリベンジを果たすべく時間にも余裕

を持たせて再度チャレンジします。ただビール

工場を見学させてもらうだけではつまらないの

で、ビール工場の建物図面・各階平面図を取得

しました。建物登記情報を見てビックリ、附属

建物だけで30棟以上もあります。この建物の登

記、報酬はいくらだったのでしょうか?。そん
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「400年…」

飯山支部　海　野　正　寿

「支部もしくは個人、自治体を含めた地元の

様子」をお題として頂戴していますので、私の

地元自治体、中野市の取り組みについてご紹介

したいと思います。

無料相談会の活動報告

長野支部　青　木　哲　郎

長野支部ではおおむね隔月で独自に無料相談

会を開催しています。以前は日曜日に長野市中

心市街地の公共施設を会場にして実施していま

したが、一般市民には今なお知名度が低い土地

家屋調査士の背景を少しでも知ってほしいとの

目的で、本年３月から平日に調査士会館の会議

室を会場にして実施しています。より多くの相

談者の来場を期待して日曜日の会館使用を希望

していましたが、管理上の問題から当面は平日

の開催に落ち着いています。調査士会館は一般

市民の目に触れる幹線道路沿いではなく行き止

まりの市道の奥にあるため、はたして相談者が

来てくれるのか気がかりでしたが、幸いにも今

まで来場者ゼロはありません。

無料相談会の広報は多くの人に情報を提供で

きる市町村発行の広報誌への掲載を柱にしてい

ますが、ページ数の制約でカットされることも

しばしばです。あとは週刊長野など地域情報誌

への掲載と役所窓口へのチラシ配布ですが、最

近は法務局に配布してあるチラシを見て来訪す

る相談者がけっこう見受けられます。

９月には総務省の一日合同行政相談所があり、

10月には法務局の無料相談会があり、11月には

本会の無料相談会があり、いずれにも関わって

いる自分は相談会オンパレードのこの頃です。

な土地家屋調査士ならではの視点からの見学も

面白いと思います。

２日目はリニア中央新幹線の視察を予定して

います。営業運転は11年後ですが、既に最高時

速500キロでの試験走行が行われています。

昨年の東京お台場に引き続き２年連続で関東

方面の旅行になりました。今年１月には軽井沢

で悲惨なバス事故が起きています。単に費用を

安く抑える事に重点を置かないで安全第一に無

事旅行ができますよう細心の注意を払っていき

たいと思います。
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中野市は今年から国土調査に着手しました。

市内全域の調査を完了するには計算上この先

400年かかるとのこと。（400年も仕事があって

いいねぇと友人からは揶揄されます。）

同時に中野市庁舎の移転新築工事も来年２月

に着工予定です。他にも地域の基幹病院である

北信総合病院の再構築事業も本年末完成を迎え

ます。

その一方で市庁舎周辺も北信総合病院周辺

も、いわゆる地図混乱地域であり、かの六本木

ヒルズがそうであったように華やかな地上の建

築の下は永い間混沌とした陰になっていました

が、ここで集団和解方式による解消のメスが入

り、ようやくそれに光があたろうとしています。

他市の状況について情報を持っているわけで

はないので比較はできませんが、このような状

況もあり、当市職員は境界（筆界）の認定と紛

争予防の重要性についての認識は高く、土地家

屋調査士の専門性と能力も評価していただいて

いると感じています。すでに10年前から市道等

境界確定協議については地元調査士会（飯山支

部中野区会）と契約し、一般から申請の上がる

案件について境界確定協議に担当部署職員とと

もに立会い助言する方式を始めていたほか、未

登記路線や市管理財産についても確定から登記

処理において地元調査士の専門性を活用してい

ただいています。

契約上の都合と組織力からここ数年は任意団

体である中野区会から公嘱協会への発注へと比

重は移りましたが、調査士会への期待度は増し

ていると感じています。ここ数年の業務の事例

としては、長期的な都市計画を見込んだ市内全

域への２級３級基準点設置業務、亡失街区基準

点復元業務等は継続して発注をいただいており、

これらは当市の基準点を与点とした成果活用の

重要性の認識の現れと評価されます。また国土

調査法19条5項指定の申請を前提とした地図混

乱地域解消のための地図整備業務には法務局と

の協議や地元説明会から調査士が関わり、基準

点測量及び用地測量は現在進行していますし、

今秋からは次の同様業務の事前調査も開始見込

みです。また本年から着手した国土調査につい

ても受託した測量会社とともに境界立会に地元

調査士の参加協力を要請されています。

これまで法務局、市役所の用地関連部署職員

と調査士会の三者による合同研修会も年一回継

続して開催してきました。これらの相互協力関

係は会員の日頃の業務実績が評価されたことも

あるでしょうが、なによりも発注者である市当

局も勉強されていて境界（筆界）の認定と管理

の重要性、紛争予防についての意識の高まりに

よるものと思います。担当者との打合せにおい

ても「原始筆界」「現況主義」「復元能力」といっ

た用語は普通に出てきますし基準点測量につい

ても（下手な調査士より）勉強されていると痛

切に感じます。

特に国土調査法19条５項指定については早期

に着目し、国土交通省担当部局と折衝されてい

ますし、嘱託登記のオンライン申請も管内市町

村では中野市が先駆けと聞いています。

私たち受託者側としても新制度の情報収集や

技術力向上に努めなければなりません。任意座

標による一筆地測量型登記スタイルや自己満足

型の精度管理は公共事業には通用しません。飯

山支部は目下15名、そのうち中野区会は10名の

小規模集団のうえ、すべての会員が業務に対応

できる状況にないのも現実です。特に基準点設

置業務については本会や公嘱協会から技術支援

をいただいていて感謝申し上げる次第ですが、

今後も支部を超えた協力体制と人材育成の必要

を強く感じている毎日です。400年先までの後

輩のためにも。
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「趣味人の今の様子…」

上田支部　水　野　和　夫

平成19年度にチェンソーカービングの紹介を

記事に取り上げていただき、翌20年スイス・ヨー

ロッパ大会に参加したことで、また記事にして

いただきました。

あれから８年たった今、記事の依頼があり別

な人の紹介をお願いしましたが、日数が無いの

で是非今の状況を写真盛りだくさんでいいので

記事が欲しいと言われ、立派な先生方を差し置

き、また登場する失礼をお許しください。

あれから８年経つ今、今年は「真田丸」ブー
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ムもあって依頼も「真田丸」に関連したもので

した。

全国植樹祭が本年は長野県が当番県で大規模

なイベントが計画実施されました。大会会場の

エムウェーブとの中継で、私は上田会場の東山

市有林に当日チェンソーカービングで参加して

いました。上小地方事務所・上田市役所の担当

職員の皆さんは、「本業以外で、いつもイベン

ト事で会いますよね…」と本業仕事をしていな

いかの様に声掛けしてきます。

この頃も、坂城小学校で学友林の50周年で子

供たちが楽しめる周年記念にとのことでチェン

ソーカービング「ネズコン」の依頼があり学友

林での周年事業に参加しましたが、学校より県

に問い合わせたところ、上田市の私を紹介され

た様です。上田市立北小学校ＰＴＡ、おやじの

会も遊具広場に丸太ベンチを置きたいとの事で、

市役所に相談したら私を紹介されたそうです。

県も市も町も、私の本業を認知していないのか、

本業の測量調査依頼はありません。

長野県魅力発信ブログ・じょうしょう気流に

も、街中に在るアート作品が気になるのか取材

がありました。

県政タウンミーティングの時、知事に信州４

ブロックのラベルを貼ったワインを抱くベアを

プレゼントしました。知事室に置いて子供たち

が知事室見学に来たときに見てもらえる様にし

ているそうです。

趣味人、今同時に凝っていることは「香」で

す。「アロマ」に凝り始めました。

九州在住の甥が、アロマタンクを開発したの

を期に、上田の地元の「香」を求めてカービン

グで山に入るとき、抽出できそうなサンプル収

集をしています。

やはり信州リンゴと思って試験しましたがア

ロマは出ませんでした。柑橘系がやはり出ます。

鳥取大ゼミでは６次産業化の補助を得ながら

アロマにはまっています。

趣味人の今は以上のような経緯をたどり、間

伐材のカービング、香を求めてアロマ抽出にと

遊んでいます。

15歳～30歳、正直な心で生きる。

30歳～60歳、物事計算せず無欲で人柄を大切

に生きる。60歳～見守って生きる。

必ずゴールを切る日が来ますが、その日に「あ

れもしたかった、こうしたかった…」と無いよ

うにこれからも私らしい道をゴールまで歩いて

行こうと思っています。
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境界立会いと必勝法

諏訪支部　原　　　洋　紀

「会報ながの」の執筆のFAXが届きました。

せっかくですので諏訪支部旅行について書こう

かと思いましたが、支部旅行は11月６日と７日

に予定されており、残念ながら間に合いません

（原稿の締め切りは10月14日）。そこで、改め

て普段の業務で何か書けないものかと考えまし

た。土地家屋調査士の業務で一番何が大変なの

かと考えると、やはり「境界立会い」という気

がします。おかげ様で無事に決まることが多い

のですが、なかなか御理解頂けずに時間がか

かってしまう場合や、どうしても御理解を頂け

ずに不調、保留となるケースもたまにはありま

す。また、次の日の立会が難しいことが予想さ

れる前日は、憂鬱になることもあります。

私は大学卒業後、東京の調査士事務所で数年

働き（働きながら幸運にも資格がとれ、東京で

開業）、最終的には地元である長野に戻ってき

ました。東京の地権者は長野よりもシビアな方

が多く、また人間関係が希薄で非協力的な方も

多かったのを強く記憶しております。役所の立

ち会いもミリ単位での調整を要するときもあり

お互い神経質に進めていた気がします。当時の

私は地権者から怒られることやクレームをうけ

ることもあり、本当に立会いが嫌でした。今思

うと20代半ばの若者が立会を主導しなくてはい

けないので、クレームは言いやすかったと思い

ますし、まわりも不安があったのかもしれない

です（若い兄ちゃんで大丈夫か？）。本当に仕

事自体が嫌になる時期もあり、違う業界に行こ

うと考えたことすらもあります。そんな時に私

がいつも怒られてばかりの上司から役立つかも

知れないということで立会いに使えそうな話法

集（手作りのプリント）をもらいました。境界

立会いについて執筆しようと決めたときにふと

思い出し、引っ張り出して改めて見返してみま

した。改めて見返してみるとこれがなかなか面

白く、立ち会いの場面とリンクさせて自分なり

にアレンジしてみました。下記にいくつかまと

めたので良ければご覧になって頂ければと思い

ます。

１，テストクロージング

クロージングとは、営業マンがお客様に契約

してもらうための方法。

テストクロージングとは「仮に○○なら、○

○でよろしいですね」、「もし○○なら、○○は

いかがなさいますか。」という決まり切った使

い方で意思の確認をすること。

例

「仮に間口の辺長が確保されていれば、この境

界でよろしいですね」、「もし境界杭が出てくれ

ばそこが境界点でよろしいですね」

２，会話を早く切り上げる法

あまり深入りしたくない相手や事務的な方に

有効な話法。

「お忙しいなかと存じますので、早速用件を申

し上げますと…」

「結論的には…」

ビジネス感を出すことにより多少の緊張感や

距離感を作ることが出来る。

例

「結論的には○○様の境界はあの杭からこの杭
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を直線で結んだ線でよろしいかと思います。」

３，あなただけ特別法

１対１や少人数のときに親近感を覚えてもら

うのに有効な使う話法。

「実はですね…」、「本当のことを言うと…」な

ど勿体つけて、あえて小声で話す。

自分だけ特別扱いをしてくれたように感じる

と親近感を覚えてくれる。

例

「実はですね、○○様の面積を概略ですが検証

してあります。登記簿より大きく増えそうなの

ですよ。ですので、この境界で決めても登記簿

より減りませんのでご安心ください。」

４，あなた利益話法

相手に対して大変有益だと話すことで、承諾

を得やすくしたり、話を展開したりする話法。

２次利益、３次利益まで話すことが重要。

例

境界を決めた際に地権者の方に

「これで境界がはっきりして安心ですね」

� …１次利益

「成果は法務局に地積測量図としてずっと残る

ので代が変わっても心配いらないですよ」

� …２次利益

「もし、ご売却等で土地を測量しなおす時も法

務局に図面があるので手間や時間が軽減される

と思いますよ」…３次利益

「手間や時間が軽減されるので測量代も割安に

なりますよ」…４次利益

５，積極的傾聴法

あなたに関心があるということを伝える話法。

相手に興味を持っていることを伝えることによ

り逆にこちらの話も聞いてもらいやすくなる効

果もある。

「なるほど、なるほど」、「だからこうなってい

たのですね！」、「そういうことだったのです

ね！」などのあいのてを入れながら、うなずい

たり、身を乗り出したりしながら相手の話を聞

く。

例

「こんなところに境界があったのですね！昔の

杭がしっかりありますね！これなら大丈夫です

ね！」

６，反論話法

相手に反論する際に相手を尊重しつつ、自分

の主張を展開する話法。

「そうですよね。確かにおっしゃる通りかもし

れないですね。そうなれば本当にいいかも知れ

ないですね」←相手を尊重

「それでですね、例えばなんですけど、こんな

考えなんてどうでしょうか。」←自分の主張

　必ず相手の意見を肯定して受け止めるのがポ

イント。

例

相手「この境界は納得いかないよ。こちらに

昔動かしてきたと聞いているから。」

私「なるほど。それは納得できないかもしれ

ませんね。それでは、この地積測量図と検証し

てみて合っていればいかがでしょうか。」

言わずもがな事前に図面と検証しておくこと

が重要である。

７，クレーム処理法

一般的なクレーム対応の話法。

積極的傾聴法と同じように相手の話を聞くの

だが、明るくは聞かない。とにかく相手の話を

気が済むまで話をさせる。「自分がそちらの立

場ならそのように思うかもしれません。」等の

言葉もまぜる。また、場合によっては反論話法

を用いてそのクレームはおかしいと知らせるこ

とが重要なケースもある。
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８，肯定法

人間の「ノー」と言いにくい心理を利用する

話法。

相手に対して「～して欲しいのですが」、「～

でいいでしょうか」だと自分の立場を相手より

下位にしてしまっている。交渉の場合はこの言

い回しではなく、「～は～でいいですね」、「～

は～にしましたのでよろしくお願いします。」

と多少相手を押さえつけることで話の主導権を

握る。

９，洗脳話法

人間は、自分の口で話すことにより、自分の

耳からインプットされ、よりその思いを強くし、

意識に残りやすくなる。この性質を利用して自

分の主張を認めさせる話法。自分の主張を相手

に言わせるように誘導する。感覚で話す人に効

果大。理屈屋には効かない可能性が高い。

私「この境界線でいいと思いませんか？」

相手「うーん。どうかなあ。」

私「でも悪い感じはしないですよね？」

相手「まあね。確かに」

私�「ですよね。悪くはないですよね。整合性

とれていますし。」

相手「まあ。いいような気もするね。」

私�「そうですよ。これが一番いいと思います

よ。」

肯定的な言葉遣いと勢いで洗脳していく。明

るく話すのも大切。

10，二者択一法

文字通りイエスかノー、右か左、上か下等こ

ちらで回答を誘導していくことで会話を進める

話法。優柔不断、曖昧な返答しかしない人に向

いている。

「こちらの件はA案にしますか？B案にします

か？B案ならCの方法とDの方法が使えますよ。

私はDの方法を勧めています。」

「午前にします？午後にします？午前なら昼前

にします？早めにします？では、私は早い方が

１日有意義に過ごせると思うので、９時でお願

いします。」などと選択をどんどん絞るのがポ

イント。

・まとめ

実際にはこんなにうまくはいかないと思いま

すが、境界立会いだけに限らず普段の生活で何

か使える場面がくるかも知れません。もし、お

役に立てれば嬉しく思います。

しかし、タイトルに必勝法と書きましたがど

んなに話法を覚えても必勝にはならない気がし

ます。

「小手先でやるな。一生懸命やらないと絶対

に伝わらないからな。」上司に怒られた言葉を

懐かしく思うと共に、一生懸命に向き合うこと

が一番必勝に近いと思います。

飯田支部ボウリング大会・親睦会

飯田支部　仲　田　かおり

リニア中央新幹線南アルプストンネルの長野

工区本体工事はいよいよ今秋中に着工の見通し

となりました。大鹿村では住民説明会が開かれ

今後の工事日程が示されましたが、残土の問題、

工事車両の安全対策や発生する騒音問題など課

題を残しています。飯田市におけるリニア関連
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日本百名山完登

松本支部　筒　井　壽　清

土地家屋調査士会松本支部では毎年研修旅行

があります。今は若い会員にお任せし私は遠慮

しておりますが、以前は毎年参加させていただ

き宴会の研修に懸命でした。そんなとき屋久島

では宮之浦岳、鹿児島では開聞岳、十和田湖で

は八甲田山、土肥温泉では富士山、利尻島では

利尻岳、富良野では十勝岳等々きりがないくら

いの日本百名山の雄姿を目の当たりにしてきま

事業は、駅周辺整備・保守基地整備・アクセス

道関連など多岐にわたります。駅周辺整備区域

内で移転を迫られる家屋などは100棟ほどが対

象に見込まれるようです。全体計画についてな

かなか見通しが見えず多くの住民が先の生活に

不安を抱える中、ようやく移転の代替地候補地

が示されたところです。

さて、飯田支部では９月17日にボウリング大

会・親睦会を行ないました。ボウリング大会に

は13名が参加し、市街にあるボウリング場「ア

ストロボウル」にて腕を競い合いました。参加

者のほとんどが「ボウリングなんて何年ぶり…。

20年、いやもっと」という状態の中、最初は試

し試し、回を重ねるにつれ少しずつ慣れてきて

ストライクやガターに一喜一憂し、あっという

間に２ゲームが終了しました。成績うんぬんは

別として、久しぶりのボウリングは、頭にも体

にも良い刺激を与え、とても楽しむことが出来

ました。その後「信濃屋」に移動して焼肉とビー

ルによる親睦会を行いました。親睦会から５名

が加わり総勢18名で、しっかり飲んで食べて

喋って楽しい時間を過ごしました。ボウリング

大会の成績発表では上位３位とＢＢ賞に賞品が

贈られました。上位の結果は「やっぱり」と思

う会員もいれば「意外に上手いのね」と思う会

員もいて、普段とは違う一面を見ることが出来

たのもまた楽しかったです。ちなみに私の成績

は下位２でＢＢ賞を頂きました。喜んだのも束

の間、ＢＢ賞と一緒に会報原稿依頼の通知が手

渡されました…。（もっと早くに分かっていれ

ば本気でプレーしたのに…）ボウリング大会・

親睦会（一次会）が無事終了した後は二次会へ

と飯田の夜の街へ繰り出しました。
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した。また私の地元には有名な北アルプスの

山々がありそれを四季折々眺めていました。し

かし私には到底その頂に立つような体力・気力

はないものと憧れとあきらめの境地でした。

平成22年ふと新聞で松本市主催中高年者の体

力と健康の保持・増進を目的に熟年体育大学事

業を行っていることを知り、早速応募し参加す

ることにしました。月２回ほどの集まりがあり

指導者のリードで体と頭の老化防止に努めまし

た。何回か参加しているうちに私の体力は、同

年代の中では普通以上であることが分かり少々

自信を持ちました。加えて、私は30年来ゴルフ

に目がなくよく仲間と広々としたコースで楽し

んでいましたが、いよいよ息子にそのゴルフが

かなわなくなってしまい何かほかのスポーツは

と考えていた時期が重なっていました。

中学時代燕岳学校登山がありましたが悪天候

により中房温泉で足止め中止となってしまいま

した。そのことを思い出し、よしリベンジして

みようと思い立ち、平成23年７月単独で中房温

泉登山口より登山開始、最初の厳しい急登を頑

張り合戦小屋を過ぎ燕山荘前についた途端、自

分の目に飛び込んできた北アルプスの山々の素

晴らしさに圧倒されてしまいました。絶景の稜

線を山頂に向かい、２等三角点の頂では360度

のパノラマに見とれしばし時を忘れるくらいで

こんなにも素晴らしい感動がこの山の上にある

ことを思い知らされました。

そんな時、深田久弥著「日本百名山」にめぐ

り合いました。

よしこれで行こうと思い立ち即実行に移すこ

ととし、まず第１座は小４、小３の孫二人と木

曽駒ヶ岳を登る計画を立て、平成23年８月千畳

敷カールまで車とロープウェイを利用し４時間

余りの登山を楽しみました。好天に恵まれ、岩

場も急登も経験できた登山に孫たちも満足の様

子でした。孫たちとは、富士山にも登りました

があいにくのガスで頂上登頂のみでよい思い出

はできませんでした。再度好天の日に３人で富

士山の剣ヶ峰に登頂したいと考えています。

以来、登山初心者の私が夏山のみで５年間か

けて百座の登頂となりました。本年８月14日い

よいよ百座目、最初から白馬岳と決めていまし

た。

孫二人と、百座目だからと嫌がる妻を引っ張

り出し娘の夫と地元の仲間二人をサポーターに

お願いし計７名で猿倉より登りました。途中大

雪渓は、いつもより雪が少ないとの事前情報で

したがアイゼンを履き雪渓歩行は約１時間あま

りで終了、岩場の登山道を苦しみながら白馬山
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荘に着き15分かけて頂上到着、ついに「百名山

完登」今まで登った山々の姿が脳裏を巡り一人

でこっそり感動しました。山荘に帰り早速有名

なスカイプラザ白馬にて記念パーティーを行い

ました。生ビール三杯うまかった。残念ながら

この日はガスっており剱岳や立山等を望むこと

ができませんでした。

翌早朝有志で杓子岳、白馬鑓ヶ岳を登りこれ

で一応白馬３山を完了、帰途は小雨とガスの中

白馬大池山荘経由で栂池自然園に下り立ち無事

百座目の登山を家族や仲間の支えにより完成で

きました。

私は72歳の年男ではありますが、気持ちは若

く夢を持ってこれからの人生を有意義に過ごし

たいと思っています。百名山は一つの夢でした。

仲間からは山にばかり登っているが山に彼女が

いるのかとからかわれたりしていますが、まさ

に山そのものが私の彼女です。まだまだ足の続

く限り全国の山 （々でも北アルプス中心）に登っ

てみたいと思っています。ほかにもまだやりた

いことがいくつかありますので、ゆっくりでも

自分の夢を着実に楽しく実行しようと頑張るつ

もりでいます。もちろん今まで何も言わずに応

援してくれていた家族と叱咤激励してくれた友

人への感謝は忘れないで恩返ししようと思って

います。

「百名山完登」を思い出として残すため経過

と写真をまとめています。その中の一つを紹介

します。

「利尻岳」平成26年６月18日　86座目

深田久弥は「日本百名山」の中で、礼文島か

ら眺めた夕方の利尻岳の美しく烈しい姿を、私

は忘れることができない。島全体が一つの山を

形成し、しかもその高さが1,700ｍもあるよう

な山は、日本には利尻岳以外にはないと記して

いる。

昨年、北海道で幌尻や羅臼、羊蹄山を案内し

てもらった鳥羽さんが今回のガイドだったので

気心が知れて終日楽しく行動ができた。４時30

分標高205ｍ登山口発、甘露水場を経由しアプ

ローチの非常に長い針葉樹から広葉樹の樹林帯

をひたすら歩く、避難小屋８時39分着「これか

らが正念場」との道標を見て心を引き締め10時

５分山頂の見えるガレ場に到着、一息入れて雨

と登山靴でえぐられたガレ場を越えようやく

1719ｍ山頂着10時25分、北の果ての頂に立つこ

とができ感慨ひとしおで胸があつくなった。到

着と同時にガスがはれロウソク岩をはじめ素晴

らしい雲海に目をみはり、鳥羽ガイド郷原添乗

員（昨年飯豊連峰の山行同行）とともにパチリ、
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大町支部会員研修旅行

大町支部　関　戸　正　幸

大町支部研修旅行は平成23年から隔年になり

ました。今年の候補地は名古屋・東北が上がり

ましたが、東日本大震災の復興支援になればと

の声により福島県に決まりました。９月25日か

ら１泊２日で支部会員８名の小型サロンバス旅

行となりました。

当日は朝６時に池田町を出発し松川村、大町

市、小谷村で各会員を乗せ糸魚川インターから

常磐道を会津若松インターに向かって走りまし

た。道中は小型サロンバスなので、会員の皆様

とテーブル席で美味しいお酒をいただきながら、

一路福島へ。

昼食の後に、『鶴ヶ城』へ向かうと突然の通

行止めと道路脇に人だかりができていて、オリ

ンピックの凱旋かな？と思っていたら、この日

は「会津まつり　会津藩公行列」が

あり、特別ゲストに八重の桜主役の

綾瀬はるかさんがお城に来るとの

事、どうしても綾瀬はるかさんに会

いたいので、時間変更を希望する先

生もいましたが、残念ながら時間が

合わず次の目的地へ。次は『会津武

家屋敷』（時代衣装での記念撮影：

写真）で、江戸時代中期の家老屋敷

を見学しました。次に江戸時代の宿

場を今に残す伝統建造物群保存地

区の『大内宿』を見て歩きました。酔いもあり、

本当に江戸時代にタイムスリップしたような気

持ちになりました。

そして芦ノ牧温泉『大川荘』に到着し、絶景

露天風呂の後は、宴会となりました。福島弁の

効いたコンパさんと大いに盛り上がりました。

２日目は『野口英世記念館』で生家、遺品、

資料を見学し、喜多方ラーメンをいただき、『喜

多方蔵の里』で蔵の勉強をし、帰路に着きまし

た。あっという間の２日間でしたが、美味しい

お酒と楽しい会話と古い街並みの福島県を満喫

できました。支部会員の皆様、本当にありがと

うございました。

やはり隔年は寂しいので、毎年に戻しません

か？

下山は同行の埼玉木村さん、安孫子高木さんた

ちと山談義をしながら15時23分登山口着、休憩

含め10時間53分の登山であった。

迎えのバスで田中屋別館に着き自転車を借り、

利尻山神社で御朱印をと期待したが残念宮司不

在仕方なく参拝のみをして鴛泊港脇まで足を延

ばし港近くのペシ岬に登り礼文島を観賞して利

尻岳登山完了。

－ 34 －

会　報　な　が　の　　第199号　 平成28年冬



会報ながの第199号 平成28年12月26日発行

発　行　　長 野 県 土 地 家 屋 調 査 士 会

　　　　　　　　会長　松　本　誠　吾

編集者　　広　　　報　　　部

印　刷　　中 央 プ リ ン ト ㈱

〒380－0872
長野市大字南長野妻科399－2
ＴＥＬ 026（232）4566
ＦＡＸ 026（232）4601
URL　https://www.nagano-chosashi.org/
E-Mail　naganolb＠nagano-chosashi.org

今期、会報編集委員を仰せつかりました飯山

支部の浦野泉です。調査士会へは、２回目の入

会となり２年経ちますが、皆様よろしくお願い

申し上げます。また、会員の皆様におかれまし

ては、日頃編集委員からの寄稿依頼に快くお引

き受け頂きまことにありがとうございます。

さて、先日私が所属する飯山支部の研修を兼

ねた旅行で黒部ダム～立山～アルペンルートに

初めて行ってまいりました。境界立会の度に雨

の多い私は天候を心配しておりましたが、私以

外の支部会員の皆様の日頃のおこないが良いた

め、「弁当忘れても傘忘れるな」といわれる地

方でも晴天の２日間でした。青い空にそびえる

立山連峰を眺め、心が洗われる思いでした。２

日目は、江戸時代に作成された地図や当時の測

量機器を見学し、過去の偉人の業務の一端を勉

強させていただきました。

立山は、最低気温が既に氷点下となり晩秋の

趣で、白馬からは初雪の声も聞こえておりま

す。昨シーズンは降雪が少なく、豪雪地である

飯山地方でも雪下ろしをすることなく、調査士

としては仕事がしやすい冬でした。しかし、近

隣のスキー場や除雪関係の仕事をされている方

など、地域の経済的な損失は多大でした。何事

もほどほどにして頂きたいものだと、天に願っ

てやみません。

� 会報編集委員　浦野　泉

退 会

所属支部 氏 名 登録番号 退会年月日 備 考 名簿ﾍﾟｰｼﾞ

諏訪 浜 武 彦 １８３６ 平成28年 4月14日 31

長野 山 本 幸 雄 １８６０ 平成28年 7月19日 3

松本 輿 和 憲 ２０９９ 平成28年 9月 4日 50

松本 坂 上 隆 人 ２４１３ 平成28年 9月 6日 46

木曽 今 井 洋 明 １９９８ 平成28年 9月26日 55

上田 村 松 誠 一 １９５３ 平成28年 9月30日 17

松本 中 澤 壽 博 １８６３ 平成28年10月31日 48

事務所変更

所属支部 氏 名 郵便番号 事 務 所 電話番号 名簿ﾍﾟｰｼﾞ
Ｆ Ａ Ｘ

藤 森 崇 之 394-0048 岡谷市川岸上一丁目12番18号 0266-22-2779
諏訪 ３０

0266-22-3770

小 山 良 生 384-0011 小諸市赤坂一丁目15番12号 0267-23-6569
佐久 ２３

0267-22-1089

小 山 智 生 384-0011 小諸市赤坂一丁目15番12号 0267-23-6569
佐久 ２３

0267-22-1089

田 中 浩 幸 399-4301 上伊那郡宮田村5273番地1
0265-85-6615

伊那 ３８
0265-85-6615

小 坂 祐 司 399-8201 安曇野市豊科南穂高1228番地2
0263-88-8001

松本 ５０
0263-88-8370
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